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２０１８年度の主な活動と述べ参加者数

子育て支援センターあっぷっぷ ６５２４名

一時預かり「あっぷるはうす」 １２２６名

ママリフレッシュ講座 １２２１名

小学生企画 ５４７名

中高生ボランティア体験 ４０名

出前講座他 他団体との協働事業 ３３７名

季刊誌創刊に寄せて 初代代表理事 塚田純子

私たち特定非営利活動法人すてっぷ・あっぷるの季刊誌を手に取って下さって、ありがとうございます。

すてっぷ・あっぷるは『子育て・親育ち』をモットーとして、山梨県塩山市（現 甲州市）で産声を上げました。『子どものい

る生活で、自分達も人間的に成長していく』という実感を込めて決めたキーワードです。

共働き家庭が当たり前となった今、母親の子育ての在り方も時代の流れで大きく変わってきています。特に、妊娠出産による

キャリア中断を嫌ってか初産の高年齢化とその後の第二子以降の不妊の増加は、少子化に拍車をかけているのではないか？とい

う指摘もあります。母親のワンオペ育児、親世代の少子化による一人っ子や近年齢少人数きょうだいの増加によって『身近で赤

ちゃんをみないまま成人、結婚、妊娠』という人も増えています。

何年も、何年も続く不妊治療に堪え、苦しい妊娠、出産を経て念願のわが子を胸に抱いたはずなのに「なんの感慨もなくまる

で『モノ』のように見えてしまう…」と嘆いたお母さんにも出会いました。子育て中の家族が常に身近にいた昭和時代とは違い、

今は子育ても積極的に『学ぶ』ことが必要で、家庭だけでは学べないことになりつつあるのかもしれません。

このような背景のなか、私たちにできることは何だろう？と思ったとき、やはり原点に帰って「子育てって楽しい！」という

思い、その素晴らしさ、かけがえのなさと、その経験を通じて子どもが自分たちをどれほど成長させてくれたか？を具体的に伝

えていくことではないか？と思いました。

悲しいことに、小さなきっかけで『喜びいっぱい』のはずの子育てが『辛くて逃げ出したいこと』になってしまっている、

『誰かのちょっとした一言』で救われることも多いのに、その『誰か』に出会えない

孤独に苦しんでいるお母さんがあまりに多いのです。そのことに気付いたことも、法

人設立のきっかけとなりました。

一昔前だったら支えになってくれた地域社会や祖父母世代も、生活の変わった今強

い支えとは言えなくなっています。新たな子育てに優しい地域を構築していくために

も、身近なところに支援の拠点があることで、困ったときには気軽に頼れる存在であ

りたい、そして私たちがそうだったように、子育て仲間同士、支え合い励まし合い、

ひとつの『世代』を共有する親同士で子育てを存分に楽しみながら、子どもと一緒に

成長して欲しい。そんな願いをもって、活動してきて１２年、更なるステップ・アッ

プを目指し活動を広げていきたいと思っています。

カラー版をご覧ください。
「あっぷる通信」はカラー版をすてっぷ・あっぷるのホームページ

で掲載中です。右のＱＲコードをスマホのカメラから読み取り、ホー

ムページを開いてください。是非ご覧ください。

ホームページアドレス

https://www.kosodate-oyasodachi-apple.org
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賛助会員募集
「すてっぷ・あっぷる」では、私たちのＮＰＯ法人活動にご賛同いただける方からのご支援を募っています。

一時的な寄付にとどまらず、私たちと一緒に子育てを支える側として社会参画しませんか？

賛助会員になってくださった方には、次のような会員特典が付与されます

・最新のニュースレター（会報）のご送付

・ご要望により会報へのご芳名掲載、会報ＰＲコーナーへ貴事業所、店舗の広告掲載

・イベントへのご招待、ご要望によりイベントブースへのご出店

・プロジェクトへのご参画

賛助会員お申込方法

下記ＱＲコードのページよりご確認、必要事項をご記入の上、ご郵送またはＦＡＸにてお申し込みください。

申込書提出に併せて指定口座への賛助会費お振込みをもって、賛助会員手続き完了となります。

入金確認次第、折り返し最新の会報をご送付させていただきます。

特定非営利活動法人すてっぷ・あっぷるのあゆみ

2000年 助産師の呼びかけにより乳幼児を持つ母親が、ベビーマッサージを行いながら交流する集まり『楽しい

育児をしよう会』がスタートする。

2002年 活動の広がりから、様々な資格や特技を持つ子育て中のママが中心となって

子育て支援団体“ママ＆キッズサポートあっぷる”設立、広く子育て支援活

動を展開する。

2010年『特定非営利活動法人すてっぷ・あっぷる』を設立し、地域の子育て支援の拠

点として山梨県甲州市勝沼町を中心に活動を展開する。

2011年 「地域子育て支援センターあっぷっぷ」開設。

2012年 一時預かりルーム「あっぷるはうす」開設。

これまでの助成金活動

パルシステム山梨・山梨福祉財団・独立行政法人福祉医療機構（WAM）・公益財団法人キリン福祉財団・山梨県地

域活性化協働事業費補助金・甲州市協働のまちづくり助成事業・（一社）山梨県労働者福祉協議会・ニッセイ財団

編集後記 ～法人活動について思うこと～

「すてっぷ・あっぷる」の最大の特徴は、それぞれに違った個性を持ち、違った子育てをして

きた４人の理事が、それぞれ自分のできることを自信をもって提供してきたところです。全く

違った４つの個性が『子育て親育ち』という一つの目標に向かって共に活動し続けられている

ことが、「すてっぷ・あっぷる」の法人活動に多様性を与える良い点を生み出しています。利

用してくれているママ達にも様々な考え方があることでしょう。だから、いろいろなスタッフ

がいていい。これからも様々な人材を生かして多様な支援に進化し続ける『すてっぷ・あっぷ

る』であり続けたいと願っています。 第四期代表理事 丸田恵美

ご意見をお寄せください

「あっぷる通信」のご意見・ご感想をスタッフ一同お待ちしています。右のＱＲコードをスマホのカメラか

ら読み取り、下記のメールでご連絡いただくか、表紙右の連絡先にご連絡ください。

山梨県甲州市勝沼町勝沼７５６－１ 甲州市役所勝沼支所２階 甲州市地域子育て支援施設内

地域子育て支援センターあっぷっぷ

E-mail: info@kosodate-oyasodachi-apple.org

子育ての孤独化、ワンオペ育児などの言葉がささやかれる中、祖母から母、母から娘、あるいは先輩ママから後輩ママ

へと受け継がれてきた『子育ての知恵』、地域に開かれた子育て環境の構築、世代から世代へと受け継がれる『子育て・

親育ち』文化の継承と交流を目指し続けています。
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